
心土
破砕

融雪剤
散布

堆肥
散布

あり 秋期 春期 簡易耕 あり あり
十分に
確保

品質に
満足（問
題なし）

（戸） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （ｔ／10a） （％） （％）

全平均 4.7 24 5/3 79 79 8 13 38 100 4.0 83 58

低位 3.9 9 5/4 67 100 0 0 11 100 3.7 67 33

中位 4.7 5 5/4 80 60 20 20 40 100 4.0 80 60

高位 5.5 10 4/30 100 70 10 20 60 100 4.3 100 80

注１）表記した割合（％）値は、各単収水準における集計戸数に占める回答割合を示す。　　注２）プラウを用いた反転耕を実施していない。
注３）1.5MPa：貫入式土壌硬度計による耕盤層の判定基準

・低位：
30.0cm

単収水準
（ｔ／10a）

戸数

播種日
（平成
22～24
年中央
値）

耕起
堆肥の
投入量

堆肥について

・低位：
57.7％

高位安定経営と低位不安定経営
の特徴（現地試験結果）

心土破砕
の

実施時期

土壌硬度が
1.5MPa
を超える
深さ

土壌

含水比

(深さ5～

15cm)

出芽率

・高位：播種前
年に実施
・低位：播種当
年の春期に実
施する場合あ
り

・高位：
47.7cm

・高位：
54.0％

・高位：
安定的
に90％
以上を
確保

注２）

注３）

ほ場管理の改善で、直播てんさいの収益性ＵＰ！

お問合せは 道総研十勝農業試験場 〒082-0081 北海道河西郡芽室町新生南９線２番地

研究部生産システムグループ Tel 0155-62-9828 tokachi-agri@hro.or.jp

道総研十勝農業試験場

・同様の分析は、全道各地の産地で実施可能です
・「改善指導法」として整理⇒詳細は農業改良普及センターへ

・直播栽培により、省力・低コスト栽培が可能！
・直播栽培による作付面積は拡大傾向！
（平成26年：10,114ha 全道てんさい作付けの17.7％）

背景と目的
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平成20年単収（ｔ／10a）

○移植栽培 ＋直播栽培 ▲併用

単収とほ場管理作業の特徴（十勝A町）

単収に影響するほ場管理作業と経済効果（十勝A町）

全道各地の産地での適用が可能です！

単収 粗収益
アイテム名 偏相関係数 カテゴリー （kg／10a） （円／10a）

5/4以降に播種 4,295 77,568
5/1～3（平均日）に播種 4,879 88,115
4月中に播種 5,446 98,355

量・質に不満 4,640 83,798

いずれかに不満 4,398 79,428

量・質に満足 4,939 89,198

X地区 4,826 87,158

Y地区 4,352 78,597

Z地区 4,884 88,205

なし 4,346 78,489

あり 4,841 87,428

なし 4,678 84,485

あり 4,903 88,548

注）粗収益は、数量払単価7,260円／ｔ（農林水産省資料）、品代10,800円／ｔ（糖業資料）に基づいて試算した。

播種日
の早晩 0.545

移植栽培との併用 0.180

堆肥の
満足度 0.369

地区 0.299

心土破砕
（秋期） 0.280
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播種日が調査対象経営
の平均（5/3）より、早いか
遅いかによって、単収差
1,151kg／10a、粗収
益差20,787円につなが
ることがわかります。

・高位経営では、播種日が早く、

適切なほ場管理、堆肥利用が

行われています。

直播栽培の単収は、
①低い（移植比15％減）
②不安定（年次間差が大）

→安定生産が課題！

※十勝Ａ町（３２戸）における「数量化Ⅰ類」を援用した分析事例

※十勝A町を対象にした、ほ場管理作業の調査

→直播栽培の安定化には、
どのようなほ場管理が必要？

→適正なほ場管理による経済性は？
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